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Probabilistic modeling and integration for speech enhancement

～確率的モデル統合に基づく音声強調～

目的音を、離れたマイクで収録
すると、雑音や残響により、明
瞭性や音声認識性能が低下しま
す。そこで、雑音や残響を除去
する音声強調技術が研究されて
きました。しかし、従来技術は
特定の環境でしか使えません。
我々は、どんな環境でも使える
音声強調技術を目指しています。

どんな環境でも使える音声強調
技術の実現には、様々な環境の
モデルを確率的に統合する統一
モデルの構築が必要です。本研
究では、残響環境のモデルと拡
散性雑音環境のモデルを統合し
た環境モデルを構築し、より広
範囲の環境に適用可能な音声強
調技術を実現しました。

本研究により、どんな環境でも
音声強調技術が使えるようにな
り、音声サービスの利便性が大
きく向上します。例えば、雑音
の多い居酒屋や車内をはじめ、
どんな環境でも快適に、スマー
トフォンで音声検索したり、テ
レビ会議に参加したりできるよ
うになると期待されます。
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より広範囲の環境に適用可能に！

(例) 家電の遠隔音声操作

居酒屋で音声検索

【現到達点】
残響+拡散性雑音環境のモデル

確率論的に統合
(時変ガウス分布に

基づくモデル化)

【最終目標】
どんな環境でも扱える統一モデル

確率論的に統合
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方向性雑音環境のモデル

残響環境のモデル

目的音

方向性雑音

残響

(雑音なし)
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(例:エアコンの音)
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